
第六号様式(第3条関係) 

使用船舶明細報告書(   年   月   日現在) 

        年  月  日 

事業者名             

住 所             

担当者名             

電話番号             

           殿 

船 名      

国 際 海 事 機 関 船 舶 識 別 番 号      

船 種      

船 籍      

建 造 年      

建 造 国      

総 ト ン 数      

重 量 ト ン 数      

船 級      

借
受
船
の
場
合 

借受先 

届出者との関係      

氏 名 又 は 名 称      

国 籍      

借 受 契 約 の 種 類      

借 受

期 間 

借 受 開 始 日      

借 受 終 了 日      

船 舶

所有者 

届出者との関係      

氏 名 又 は 名 称      

国 籍      

(注) 1 船級の欄には、AB、BV、LR、NK等の記号を用いて記載するものとし、これらを併

有する場合には併記すること。 

   2 届出者との関係の欄には、借受先又は船舶所有者が届出者の親会社、子会社又は

関連会社(財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則(昭和38年大蔵省令第

59号)第8条第3項に規定する親会社若しくは子会社又は同条第5項に規定する関連

会社をいう。以下同じ。)である場合にのみ、それぞれその旨を記載すること。 

   3 借受契約の種類の欄には、定期傭
よう

船、航海傭
よう

船、裸傭
よう

船、運航受託船の別を記載

すること。また、当該借受契約がリース取引に該当する場合であって、借受契約期

間の中途において当該契約を解除することができないもの又はこれに準ずるもの



については、傭
よう

船保証と併記すること。 

   4 船舶所有者の欄中、氏名又は名称の欄及び国籍の欄は、届出者との関係の欄に親

会社、子会社若しくは関連会社である旨を記載した場合又は借受契約の種類の欄に

傭
よう

船保証と併記した場合にのみ記載すること。 


